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１．研究計画の概要 

熱帯アジアに広く分布する在来種の牛や水
牛の肉利用については注意を払われていな
い傾向がある。また、最も大きな問題は飼養
管理条件と産肉性との関係が不明確なこと
である。特に牛の成長中の栄養水準は発育と
枝肉組成に大きな影響を及ぼす上、排泄され
る窒素を始めとした物質による環境負荷に
ついても注意を払う必要があるが、これらに
関する試験研究は少ない。本研究では熱帯ア
ジア地域の在来の牛としてタイ‐ケダー牛
を、水牛としてムラー種を取り上げる。これ
らの品種の成長ステージごとの栄養水準が、
発育、肉量、エネルギー・窒素の利用性、肉
質に及ぼす影響を明らかにするとともに、利
用可能な地場飼料資源に関して探索を行う。 

２．研究の進捗状況 

1) 南タイにおいて 2 つの栄養水準(前期低栄
養－後期高栄養(LH 区))および全期間高栄養
(H 区)を設定し、肥育試験を継続中である。 

2）中央ネパールにおいてムラー系雑種雄水
牛に対し、1%尿素処理イナワラを飽食させた
上で濃厚飼料を 1 日に体重の 1.50%給与する
H 区、0.75%給与する L 区、体重 190kg に達
するまで 0.75%その後 1.50%給与する LH区
を設定して体重 250kg 超まで肥育し、屠体成
績を得た。終了時体重、温枝肉重量および枝
肉歩留の全平均は 268kg、134kg および
50.1%で区間差はなかった。かたばらの重量
は L区が他の 2区に比較して小さかった(p＜
0.05)。心臓、肝臓および腎臓重量は H 区が L

区に比較して大きかった(p＜0.05)。枝肉中の
筋肉、脂肪および骨の重量(kg)には栄養水準
による差はなかった。すべての個体は BMS

１、BCS７および BFS１の値を示した。ロー

ス芯部分の水分、脂肪および粗タンパク質含
量(%)に差は認められなかった。試験終了時
の代謝試験の結果、L 区の DM、OM、CP 消
化率および窒素蓄積量がLH区とH区に比較
して低かった(p＜0.05)。 

3) ネパール国チトワンの水牛を飼養する小
規模農家 30 戸において育成水牛への給与飼
料を調査した。TDN、CP、カルシウムおよ
びリンの給与量は暑乾季が雨季および涼乾
季に比べて低く(p＜0.05)、DM、TDN および
CP は所要量より低かった。また、育成水牛
の体重、体高、十字部高、胸囲および腰角幅
を測定し、胸囲と腰角幅から精度よく体重推
定式が算出できる他、飼養条件の違いが水牛
の成長に影響していることが示唆された。 
 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）当初の計画に準拠して研究が進捗し、
関連の研究成果が査読付雑誌論文 9 編、学会
発表 10 件にまとめられている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
1）南タイにおいて、すでに平成 20-21 年度
に飼育試験を開始したタイ-ケダー雄牛の肥
育試験を終了する。2 つの栄養水準（前期低
栄養－後期高栄養、全期高栄養）を設定し、
試験を開始する。肥育期間中に代謝試験を行
う他、給与する飼料の化学分析を行う。 
2）ネパール国トリブバン大学農畜産部(ネパ
ール国チトワン)において、マメ科飼料や製
造副産物を利用した飼料給与試験を行う。基
礎飼料をイナワラとして、試験飼料の混合割
合を変えた試験区を設定し、飼料の嗜好性、
採食性を評価する。一方、給与している飼料
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の化学組成、第一胃分解性、消化性等を調べ
るため、化学分析、緬羊・山羊を用いた消化
試験等を行う。 
3）肥育に供される素牛として、タイでは放
牧育成されるタイ-ケダー雄牛と外来種との
交雑種牛、ネパールでは農家で育成される水
牛の成長の様相に関して調査を継続する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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